
南つくし野自治会 情報交換会 資料 

１ デジタル化の状況 

  ① 2018 年の秋から自治会が管理している会館の予約を PC・スマホで可能にした 

  ② コロナ禍の 2021 年に東京都の補助金によりタブレツトを購入して本部会議をリモートで行う 

  ③ 2023 年の総会から YouTube 配信を開始した 

  ④ 2023 年にテスト的に 7班で会費ペイの導入をしてアンケートを取り翌年から全班に拡大した 

    現在、マンション等の一括振り込みを除く会員の 50%程度まで増えた 

  ⑤ 会館の鍵の受け渡しを依頼していたコンビニが改装工事の為、受け渡しが出来なくなり更に 

    改装後は鍵の管理を辞退されて、急遽遠隔操作の鍵としている 

    現在は仮運用中で近い将来にスマホで予約された時間のみ使える鍵を予定している 

 

２ すずかけ台駅前リニューアルプロジェクト 

  駅前にある自治会管理の会館を含め再開発のプロジェクトを開始している 

  「都市づくり公社」の支援を受ける事が確定して別紙の様な活動を開始している 

 

３ イベント毎のサポーターを募集 

  本部役員・支部役員・班長だけではなく、イベント毎にサポーターを募集している 
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すずかけ台駅前リニューアルプロジェクトについて 

 

 

すずかけ台駅前の現状と課題 

 東急田園都市線のすずかけ台駅は北側にのみ改札口があり、町田駅方面に向けて住宅地

が広がります。この駅前から北へ１．５ｋｍ程、東西に１ｋｍの範囲が南つくし野自治会

の活動範囲です。 

  駅前の一部は近隣商業地域、第二種中高層住居専用地域になりますが、域内のほとん

どが第一種低層住居専用地域であり、さらに建築協約を設け、住居以外の施設設置や狭小

地の住宅、集合住宅の建築が制限されています。昭和５０年代に設定された建築協約が踏

襲され、良質な住宅街が形成されています。 

【課題】 

 ・近隣商業地域である駅前商圏の衰退 

 ・住民の高齢化、テレワークの定着による駅利用者の減少 

 ・災害時の拠点となる南つくし野小学校の廃校（予定） 

 ・築５０年が迫るすずかけ会館（自治会館）の老朽化 

 

目指すべき「まちのかたち」 

  良質な住宅地が故に、スーパー、商店の立地がなく、徒歩で日常の買い物を行うことは

困難であり、町田市の都市計画上でも南町田駅の付属のような扱いとなっています。 

  日々の生活は、徒歩圏内で完結するのが理想的であり、まちの活性化や愛郷心の醸成に

も結びつきます。 

 ・徒歩で生活が楽しめるウォーカブルなまちづくり 

 ・商業施設、文化交流施設、災害対策拠点となる駅前再開発 

 ・駅南側、東京科学大学、横浜市と連携したまちづくり 

 

まちづくり推進体制「すずかけ台エリアマネジメント協議会」 

  南つくし野自治会では、駅前のリニューアルを中心としたまちづくりを進めるため「す

ずかけ台エリアマネジメント協議会」を組織し、東京都まちづくり公社の支援を受け、ま

ちづくり構想に着手しました。今後は関係するステークホルダーも交えて、１００年先を

見据えたまちづくりを進めます。 

【関係団体】 町田市・横浜市・東京科学大学・東急電鉄（株）・（株）八郎平 

【アドバイザー】東京科学大学 環境・社会理工学院 准教授  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


